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前　文前　文前　文前　文

第１　中期目標の期間第１　中期目標の期間第１　中期目標の期間第１　中期目標の期間

　　平成３１(2019)年４月１日から平成３７(2025)年３月３１日までの６年間とする。

公立大学法人奈良県立医科大学（以下「医科大学」という。）は、「最高の医学と

最善の医療をもって地域の安心と社会の発展に貢献します」を建学の精神とし、県内

唯一の医育機関であるとともに、県内医療を支える基幹病院として、重要な役割を

担っています。

公立大学法人化した平成１９(2007)年度から６年間の第１期に引き続き、平成２５

(2013)年度から６年間の第２期中期目標期間においても、理事長のリーダーシップの

もと、県内での医師の適正配置に向けた体制として県立医大医師派遣センターを設置

し、また、周産期医療や高度医療の充実に資するＥ病棟の整備や中南和地域の救急医

療の充実のためＥＲ型救急体制を運用するなど、一定の成果を挙げてきました。

一方、最高の医学と最善の医療を行う「良き医療人」育成のための教育のあり方、

地域に貢献できる医師・看護師の確保や教職員の勤務のあり方、経営改善の取組等に

ついて、なお一層の努力が必要となっています。

このため、平成３１(2019)年度から６年間の第３期中期目標では、県は医科大学に

対し、高度医療、急性期医療から慢性疾患に対応して、最高の医学と最善の医療を行

う「心・知・技」を併せ持つ「良き医療人」の育成及び県内基幹病院として地域医療

の充実に貢献することを求めることとしました。また、この達成に向けて、第２期の

成果や課題を踏まえつつ、奈良県地域医療構想や奈良県医療費適正化計画などとの整

合も図りながら、「地域貢献」「教育」「研究」「診療」「法人運営」の５つの柱立

てのもと具体的な目標を定めました。

また、県が策定する中期目標に基づき、中期計画において医科大学が自ら高度医療、

急性期医療、慢性疾患の特性に応じた具体的な行動目標を設定することとしました。

医科大学が、全教職員一丸となって第３期中期目標の達成に向けて取り組み、県内

唯一の医育機関として、また、県内医療を支える基幹病院として、地域医療の充実に

貢献されることを期待します。

3



第２　基本的な考え方第２　基本的な考え方第２　基本的な考え方第２　基本的な考え方

目標分野目標分野目標分野目標分野価値目標価値目標価値目標価値目標　※次ページ以降の「第３ 目標の設定」の見方 (例)2024年度目標

本中期目標期間において医科大学に期待することを以下のとおり定め、その実現の

ために、「地域貢献」「教育」「研究」「診療」「法人運営」の５つの柱立てのもと

具体的な目標を設定し、その達成に向け取り組む。

目標の設定に当たっては、奈良県地域医療構想、奈良県医療費適正化計画など関連

する計画との整合も図り、それらに資するものとする。

医科大学は中期目標の達成を目指して中期計画において、５つの柱立てのもと、高度医療、急性期医療、慢性疾患の特性に応じた具体的な行動目標を設定

地域貢献地域貢献地域貢献地域貢献 教育教育教育教育 研究研究研究研究 診療診療診療診療 法人運営法人運営法人運営法人運営○地域に貢献する医療人の確保と質の向上○県民の健康増進への貢献○地域の医療機関との連携・機能分担の推進
○最高の医学と最善の医療を行う「良き医療人」の育成 ○最善の医療に貢献する最先端の研究の実施 ○安全で安心できる最善の医療の提供 ○持続可能で安定的な法人運営

高度医療、急性期医療から慢性疾患に対応する

○最高の医学と最善の医療を行う「良き医療人」を育成

（「心・知・技」を併せ持つ人材を育成）

○県内基幹病院として、地域医療の充実へ貢献

医大に期待すること医大に期待すること医大に期待すること医大に期待すること

５つの柱立てのもと、高度医療、急性期医療、慢性疾患の特性に応じた

具体的な目標を設定

教育分野診療分野 教育分野診療分野教育分野診療分野
目標のイメージ

地域貢献地域貢献地域貢献地域貢献 教育教育教育教育 研究研究研究研究 診療診療診療診療 法人運営法人運営法人運営法人運営急性期医療 慢性疾患高度医療
研究分野 法人運営

実現目標現 状
県が法人に期待する価値目標を記載しています。価値目標を達成するために、法人が目指すべき実現目標を記載しています。 中期目標期間で目指すべき目標(値)を記載しています。実現目標の現状を記載しています。
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第３　目標の設定第３　目標の設定第３　目標の設定第３　目標の設定

○看護学科卒業生の県内就業率の確保

○県内で臨床研修を行う医大卒医の県内基幹病院における

　専攻医登録率の確保

第３期期間平均

定性的目標

 地域に貢献する医療人の確保と質の向上 地域に貢献する医療人の確保と質の向上 地域に貢献する医療人の確保と質の向上 地域に貢献する医療人の確保と質の向上

価値目標１価値目標１価値目標１価値目標１  医師・看護師・保健師の県内定着 医師・看護師・保健師の県内定着 医師・看護師・保健師の県内定着 医師・看護師・保健師の県内定着

８０％８０％８０％８０％

第３期期間平均

６０％６０％６０％６０％

・県内で質の高い医療を効率的に提供する体制を構築するため、医師を養成・確保

・県内の看護師等学校養成所を卒業して県外で就業した者が、県外の看護師等学校

　養成所を卒業して県内で就業する者を上回っている中、地域医療体制を支える看

　護師を確保

・健康寿命日本一を目指す上で、保健指導の中心的役割を果たす保健師を確保

Ⅰ地域貢献《教育》Ⅰ地域貢献《教育》Ⅰ地域貢献《教育》Ⅰ地域貢献《教育》

第３期期間平均

６５％６５％６５％６５％

○医学科卒業生の県内就業率の確保

○県内医療需給の動向に関する地域医療対策協議会の検討

　結果に応じた地域枠の人数の調整

実現目標実現目標実現目標実現目標
現 状

58.3

47.6

59.0
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H25 H26 H27 H28 H29

○医学科卒業生の県内卒後初期臨床研修病院への就職率
(%)実現目標実現目標実現目標実現目標

62.3

79.5

66.7 66.7

55.6

40
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H25 H26 H27 H28 H29

○看護学科卒業生の県内就職率
(%)
現 状

88.2

95.5

92.0

97.7

86.0

80

85

90

95

100

H25 H26 H27 H28 H29

○医大での初期臨床研修修了医の後期臨床研修における県内定着率
(%)
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価値目標２価値目標２価値目標２価値目標２  医師の偏在・散在の解消 医師の偏在・散在の解消 医師の偏在・散在の解消 医師の偏在・散在の解消

　奈良県の医師数は全国平均を上回ったが、診療科では全国平均を下回る科もある

（偏在）ことや、中規模病院が多く、病院当たりの医師数が少ないこと（散在）の

是正が必要

○医師が不足するへき地や診療科、診療分野に従事する

　医師数の増加

○県立医大医師派遣センター等を通じた地域の医療機関への

　配置医師数の増加

第３期期間平均

第３期期間計

１０５人１０５人１０５人１０５人

５６人５６人５６人５６人

第３期期間計

６人６人６人６人

○看護学科卒業生の保健師県内就業者数の増加

実現目標実現目標実現目標実現目標

現 状

4

6

3

5

4

0

2

4

6

8

10

H25 H26 H27 H28 H29

○看護学科卒業生の保健師県内就職者数
(人)

現 状
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○県立医大医師派遣センター等を通じた地域の医療機関への配置医師数(累計)

(人)

8
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28
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25

30

H25 H26 H27 H28 H29

○県費奨学生配置センター配置医師数(累計)

(人)

実現目標実現目標実現目標実現目標
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価値目標３価値目標３価値目標３価値目標３

第３期期間計

１８人１８人１８人１８人

　看護職員の役割が拡大する中、専門的な知識と技術に裏付けられた高い看護水準

を担保するため、専門看護師や特定行為研修修了者等、高いスキルを持つ看護職員

を養成。また、住み慣れた自宅での療養ニーズに対応するため、訪問看護師の質を

向上

３６人３６人３６人３６人

第３期期間計

 看護師の質の向上 看護師の質の向上 看護師の質の向上 看護師の質の向上

定性的目標

３人３人３人３人

○特定行為研修（在宅コース）を修了した看護師数の増加

第３期期間計

○専門看護師数の増加

　（平成２９年度～大学院修士課程にコース設置）

○特定行為研修（急性期コース）を修了した看護師数の増加

○訪問看護ステーションとの連携強化

現 状

現 状

実現目標実現目標実現目標実現目標

5

8

4

6

8

10

12

14

16

H28 H29

○特定行為研修（急性期コース）を修了した看護師数(累計)

(人)

○特定行為研修（在宅コース）を修了した看護師数平成３０年度新規コース設置（１期生８名在籍）
実現目標実現目標実現目標実現目標○専門看護師数平成２９年度～大学院修士課程にコース設置
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価値目標１価値目標１価値目標１価値目標１  地域に根ざし地域と歩む研究の推進 地域に根ざし地域と歩む研究の推進 地域に根ざし地域と歩む研究の推進 地域に根ざし地域と歩む研究の推進

○県民健康増進支援センターによる県・市町村及び民間医

　療機関等の支援の新規件数（累計）の増加

Ⅰ地域貢献《診療》Ⅰ地域貢献《診療》Ⅰ地域貢献《診療》Ⅰ地域貢献《診療》  地域医療機関との連携・機能分担の推進 地域医療機関との連携・機能分担の推進 地域医療機関との連携・機能分担の推進 地域医療機関との連携・機能分担の推進

価値目標１価値目標１価値目標１価値目標１  県民を守る「最終ディフェンスライン」の実践 県民を守る「最終ディフェンスライン」の実践 県民を守る「最終ディフェンスライン」の実践 県民を守る「最終ディフェンスライン」の実践

2024年度目標

累計５０件累計５０件累計５０件累計５０件

2024年度目標

　奈良県の医療・保健・福祉に関する諸課題を解決するため、県と連携して研究に

取り組み、その成果を県民に還元

　救急医療体制を強化するとともに、奈良県基幹災害拠点病院として、県民を守り

地域の安心の確保に貢献

Ⅰ地域貢献《研究》Ⅰ地域貢献《研究》Ⅰ地域貢献《研究》Ⅰ地域貢献《研究》  県民の健康増進への貢献 県民の健康増進への貢献 県民の健康増進への貢献 県民の健康増進への貢献

○中南和地域における重症以上の傷病者搬送事案において

　医療機関に受入の照会を行った回数４回以上の割合の低下
２.７％２.７％２.７％２.７％

現 状

実現目標実現目標実現目標実現目標

20

23
24

25

16

21

26

H26 H27 H28 H29

○県⺠健康増進⽀援センターによる県・市町村及び⺠間医療機関等⽀援新規件数(累計)
(件)

現 状

実現目標実現目標実現目標実現目標
10.9

12.0

8.6

6.2
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14

H25 H26 H27 H28

○重症以上の傷病者搬送事案において医療機関に受入の照会を行った回数４回以上の割合（県全体）
(%)
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第３期期間毎年度

定性的目標○２４時間３６５日ＥＲ型救急医療体制の確立

１００％１００％１００％１００％

第３期期間毎年度

１００％１００％１００％１００％

○新生児県内受入率及びハイリスク妊婦の県内受入率の向上

○救急隊からの受入照会に対する受入率の向上

現 状

実現目標実現目標実現目標実現目標

○２４時間３６５日ＥＲ型救急医療体制の確立平成２７年９月～土日ＥＲ運用開始平成２９年４月～土日祝ＥＲ運用開始
81.2

98.7

91.3

95.1 94.0

70

75

80

85

90

95

100

H25 H26 H27 H28 H29

○救急隊からの受入照会に対する受入率
(%)

100 100
99.3

98.0

99.2

90

92

94

96

98

100

H25 H26 H27 H28 H29

○新生児県内受入率
(%)

92.6

94.7
95.2

90.4

97.6

90

92

94

96

98

100

H25 H26 H27 H28 H29

○ハイリスク妊婦の県内受入率
(%)
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H30年値に比べH30年値に比べH30年値に比べH30年値に比べ

て２チーム増加て２チーム増加て２チーム増加て２チーム増加

価値目標２価値目標２価値目標２価値目標２  病病連携・病診連携の推進 病病連携・病診連携の推進 病病連携・病診連携の推進 病病連携・病診連携の推進

地域の医療機関との適切な機能分担と緊密な連携を推進し、地域医療を支える

○高い紹介率の維持

○高い逆紹介率の維持

第３期期間毎年度

９３％９３％９３％９３％

第３期期間毎年度

８２％８２％８２％８２％

2024年度目標

定性的目標

○教職員に対するＢＣＰの周知徹底や他機関との連携を想定

　した災害医療訓練の検討及び実施

　BCP(Business continuty planning)…事業継続計画
○災害医療を支えるＤＭＡＴチームの育成

現 状

現 状

実現目標実現目標実現目標実現目標
○災害医療を支えるＤＭＡＴチームの育成平成１７年度～設置平成３０年度現在、４チーム体制○教職員に対するＢＣＰの周知徹底や他機関との連携を想定した災害医療訓練の検討及び実施平成２９年度：奈良医大附属病院ＢＣＰ策定

実現目標実現目標実現目標実現目標

57.7
67.1

73.6
81.3

0

20

40

60

80

100

H26 H27 H28 H29

○逆紹介率
(%)

79.9

84.4

89.4

92.5

70

75

80

85

90

95

H26 H27 H28 H29

○紹介率
(%)
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○糖尿病診療ネットワーク専門医協議会による糖尿

　病医療に係る非専門医から専門医への紹介数の増

　加への支援

第３期期間毎年度

紹介数が対前年度より紹介数が対前年度より紹介数が対前年度より紹介数が対前年度より

増加増加増加増加

○総合診療科に在宅医療部門を設立 定性的目標

○近隣病院との新たな連携の構築 定性的目標

第３期期間計

６人６人６人６人

○臨床研究中核病院の承認を得る 定性的目標

○糖尿病専門医養成数の増加

価値目標３価値目標３価値目標３価値目標３  各領域の担い手となる医療人の育成 各領域の担い手となる医療人の育成 各領域の担い手となる医療人の育成 各領域の担い手となる医療人の育成

　質の高い医療を実践できる優秀な医師を確保し、県民が県内で高度な医療が受け

られ、地域医療が充実する臨床研究支援体制を確立

実現目標実現目標実現目標実現目標

現 状○糖尿病専門医養成数第２期中期目標期間で１名養成
実現目標実現目標実現目標実現目標
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○「良き医療人」の資質を持った受験生を増加させる

　ための新たな広報活動の展開

定性的目標

第３期期間毎年度

 医師:全国国公立大学 医師:全国国公立大学 医師:全国国公立大学 医師:全国国公立大学

トップ10トップ10トップ10トップ10

看護師･保健師･助産師看護師･保健師･助産師看護師･保健師･助産師看護師･保健師･助産師

：１００％：１００％：１００％：１００％

○医師・看護師・保健師・助産師の現役卒業生の

　国家試験合格率の向上

価値目標１価値目標１価値目標１価値目標１  「心の教育」を軸とした「良き医療人」の育成 「心の教育」を軸とした「良き医療人」の育成 「心の教育」を軸とした「良き医療人」の育成 「心の教育」を軸とした「良き医療人」の育成

定性的目標

○高度医療における、患者の理解と自己選択を促すコミュニ

　ケーションを習得するための学習の充実

○急性期医療における、患者の理解や受容を促すコミュニケ

　ーションを習得するための学習の充実

○慢性疾患における、患者に寄り添うコミュニケーションや

　多職種連携を習得するための学習の充実

Ⅱ教育Ⅱ教育Ⅱ教育Ⅱ教育  最高の医学と最善の医療を行う「良き医療人」の育成 最高の医学と最善の医療を行う「良き医療人」の育成 最高の医学と最善の医療を行う「良き医療人」の育成 最高の医学と最善の医療を行う「良き医療人」の育成

・知識・技能はもとより、豊かな人間性に基づいた高い倫理観と旺盛な科学的

　探究心を備え、患者・医療関係者、地域や海外の人々と暖かい心で積極的に

　交流する医療人の育成

・臨床実習を強化し、患者安全に関する基本教育、医療者になる自覚の強化、

　参加型臨床実習への円滑な移行による臨床マインドの育成実現目標実現目標実現目標実現目標

現 状

実現目標実現目標実現目標実現目標

94.7
94.2 94.2

87.0

99.1

86

88

90

92

94

96

98

100

H25 H26 H27 H28 H29

○医師国家試験合格率(現役)【順位：国公立50大学中】
(%)

97.3 97.3

97.4

100 100

94

95

96

97

98

99

100

H25 H26 H27 H28 H29

○看護師国家試験合格率
(%)

95.3

100

96.9

100 100

94

95

96

97

98

99

100

H25 H26 H27 H28 H29

○保健師国家試験合格率
(%)

100 100 100 100 100

94

95

96

97

98

99

100

H25 H26 H27 H28 H29

○助産師国家試験合格率
(%)

【30位】 【35位】 【33位】 【49位】
【1位】
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第３期期間毎年度
③平均９０％③平均９０％③平均９０％③平均９０％

以上以上以上以上

第３期期間毎年度
②１００％②１００％②１００％②１００％

を維持を維持を維持を維持

○臨床実習における学生の経験内容を評価・充実 定性的目標

2024年度目標

①９５％①９５％①９５％①９５％

○「良き医療人」育成にかかる教養・基礎・臨床・看護各分野における

　カリキュラムの最適化

定性的目標

　①CBT合格率の向上（H29　92.4％）

    CBT(Computer Based Testing)…臨床実習開始前(4年生時)に実施する共用試験
　②Post-CC OSCE合格率の維持（H29　100%）

    Post-CC OSCE(OSCE:Objective Structured Clinical Examination)      …臨床実習終了後(6年生時)に実施する客観的臨床能力試験
　③看護技術項目到達度ﾁｪｯｸﾘｽﾄの到達度平均の向上

○教養教育科目の見直し

現 状

実現目標実現目標実現目標実現目標

83.4

88.2

83.4

88.9

84.8

80

82

84

86

88

90

H25 H26 H27 H28 H29

③看護技術項目到達度ﾁｪｯｸﾘｽﾄ
(%)実現目標実現目標実現目標実現目標
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定性的目標

定性的目標

○高度な教育・研究力を持った看護系教員養成のための看護

　学研究科の設置

○学習内容や教育手法の充実度について、各科目単位で学生

　からの評価を実施・向上

定性的目標

○アクティブ・ラーニングの推進

　５つの手法の実施（反転授業、e－ラーニング、小グループ

　講義、形成的評価、臨床実習の360度評価）

定性的目標

価値目標３価値目標３価値目標３価値目標３

2024年度目標

　魅力ある教育を実現するため、学生の参加を推進するとともに、教員の教育能力

を向上

価値目標２価値目標２価値目標２価値目標２  教員の教育能力開発と教育全般に関する360度評価 教員の教育能力開発と教育全般に関する360度評価 教員の教育能力開発と教育全般に関する360度評価 教員の教育能力開発と教育全般に関する360度評価

１００％１００％１００％１００％

○成績下位者に対する学習支援の実施

　教員・学生間対話を拡大し、学生全体対話の他、個別面談やカウンセリング等の

個別対話を拡大

 学生への支援の推進 学生への支援の推進 学生への支援の推進 学生への支援の推進

○授業手法改善のためのワークショップ等の参加率の向上

現 状

実現目標実現目標実現目標実現目標

○授業手法改善のためのワークショップ等の参加率の向上平成３０年度より集計開始
実現目標実現目標実現目標実現目標
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　研究の成果を患者の最善の医療に活かし、県民の健康増進を図るとともに、最先端

の研究の実施により医学の進歩に貢献

○PubMed対象の英文学術論文数（累計）の増加

  PubMed…アメリカ国立医学図書館内の国立生物科学情報センター（ＮＣＢＩ）が           運営する医学・生物学分野の学術論文検索サービス

○県と連携して新キャンパス先行整備の竣工を目指す

　とともに、継続整備について検討

先行整備分の先行整備分の先行整備分の先行整備分の

2024年度中の竣工2024年度中の竣工2024年度中の竣工2024年度中の竣工

 最善の医療に貢献する最先端の研究の実施 最善の医療に貢献する最先端の研究の実施 最善の医療に貢献する最先端の研究の実施 最善の医療に貢献する最先端の研究の実施

価値目標４価値目標４価値目標４価値目標４  学習環境と教育環境の充実 学習環境と教育環境の充実 学習環境と教育環境の充実 学習環境と教育環境の充実

　豊かな知識と優れた技能、地域貢献の気概を持った国際水準の医療人を育成する

ために、学習環境と教育環境を改善

Ⅲ研究Ⅲ研究Ⅲ研究Ⅲ研究  最善の医療に貢献する最先端の研究の実施 最善の医療に貢献する最先端の研究の実施 最善の医療に貢献する最先端の研究の実施 最善の医療に貢献する最先端の研究の実施

価値目標１価値目標１価値目標１価値目標１

第３期期間計

２,４００件２,４００件２,４００件２,４００件

実現目標実現目標実現目標実現目標

実現目標実現目標実現目標実現目標
現 状

240

541

913

1,356 

1,871 

0

500

1,000

1,500

2,000

H25 H26 H27 H28 H29

○PubMed対象の英文学術論文数(累計)

(件)
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○研究推進体制の適正化と強化の推進

2024年度目標

②累計１,７００人②累計１,７００人②累計１,７００人②累計１,７００人

価値目標３価値目標３価値目標３価値目標３  研究推進体制の適正化と強化 研究推進体制の適正化と強化 研究推進体制の適正化と強化 研究推進体制の適正化と強化

若手研究者や女性研究者の育成や研究推進体制の強化による研究の促進

　①文部科学省科研費採択件数（新規＋継続）の増加

　②研究活動不正防止研修受講者数（累計）の増加

2024年度目標

    ①２１２件①２１２件①２１２件①２１２件

 横連携・他分野連携の推進 横連携・他分野連携の推進 横連携・他分野連携の推進 横連携・他分野連携の推進

2024年度目標

講座、領域単位の専門分野の研究に加え、枠組みを超えて連携した研究を推進

○民間企業や他学部との共同研究件数（累計）の増加

累計２００件累計２００件累計２００件累計２００件

価値目標２価値目標２価値目標２価値目標２実現目標実現目標実現目標実現目標
現 状

25

61

88

119

155

0

50

100

150

200

H25 H26 H27 H28 H29

○⺠間企業や他学部との共同研究件数（累計）
(件)

実現目標実現目標実現目標実現目標
現 状

595

799

984

400

900

1,400

H27 H28 H29

②研究活動不正防止研修受講者数（累計）
(人)

175
182 182

196

208

140

160

180

200

220

H25 H26 H27 H28 H29

①文部科学省科研費採択件数（新規＋継続）
(件)
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○若手研究者・女性研究者の支援

○低侵襲手術、高精度放射線治療、精密治療として

　の薬物療法等を含めた質の高いがん治療実施比率

　の向上

　①若手研究採択件数（新規＋継続）の増加

2024年度目標

2024年度目標

②２０％②２０％②２０％②２０％

Ⅳ診療Ⅳ診療Ⅳ診療Ⅳ診療  安全で安心できる最善の医療の提供 安全で安心できる最善の医療の提供 安全で安心できる最善の医療の提供 安全で安心できる最善の医療の提供

○臨床指標（クリニカルインディケーター）の改善

　臨床指標（クリニカルインディケーター:Clinical Indicator)    …医療の質を定量的に評価する指標 改善が必要と判断した臨床改善が必要と判断した臨床改善が必要と判断した臨床改善が必要と判断した臨床

指標項目のうち、５０％以指標項目のうち、５０％以指標項目のうち、５０％以指標項目のうち、５０％以

上の項目を改善上の項目を改善上の項目を改善上の項目を改善

　②女性研究者数（医学科女性教員割合）の増加

2024年度目標

６０％６０％６０％６０％

第３期期間毎年度

価値目標１価値目標１価値目標１価値目標１  県内基幹病院としての機能の充実 県内基幹病院としての機能の充実 県内基幹病院としての機能の充実 県内基幹病院としての機能の充実

・県内唯一の特定機能病院として、高度医療・先端医療を推進

・県中南部の拠点となる高度医療拠点病院としての役割を担うための診療、人材

　及び機能の充実

①５０件①５０件①５０件①５０件

実現目標実現目標実現目標実現目標
現 状①若手研究採択件数（新規＋継続）の増加平成３０年度より制度開始

14.5 14.3

14.9

16.1
16.4

12

13

14

15

16

17

18

H25 H26 H27 H28 H29

②女性研究者数（医学科女性教員割合）
(％)

実現目標実現目標実現目標実現目標
現 状○低侵襲手術、高精度放射線治療、精密治療としての薬物療法等を含めた質の高いがん治療実施比率の向上平成２９年度：５１.４％（平成２９年度より集計開始）○臨床指標（クリニカルインディケーター）の改善平成３０年度より集計開始
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○患者満足度調査において「非常に満足」「満足」と回答した

　割合の維持

○患者満足度調査において診察の待ち時間について「不満」

　「やや不満」と回答した割合の維持

○ホスピタリティマインド醸成研修受講者アンケートにおいて

　「業務に活用できる」「研修内容を理解できた」と回答した

　割合の向上

３０％以下３０％以下３０％以下３０％以下

第３期期間毎年度
2024年度目標2024年度目標2024年度目標2024年度目標

６５％６５％６５％６５％

９０％以上９０％以上９０％以上９０％以上

第３期期間毎年度

第３期期間計

１５人増加１５人増加１５人増加１５人増加

価値目標２価値目標２価値目標２価値目標２  患者満足の一層の向上 患者満足の一層の向上 患者満足の一層の向上 患者満足の一層の向上

　医療人のホスピタリティマインド醸成や患者の意見及び要望を適切に反映するこ

とにより、患者の診療に対する満足度を維持

○認定看護師等の増加

○新外来棟等附属病院整備計画の検討 定性的目標

実現目標実現目標実現目標実現目標
現 状

21

26

30

26 27

10

15

20

25

30

35

40

H25 H26 H27 H28 H29

○認定看護師数
(人)

実現目標実現目標実現目標実現目標
現 状

92.0
91.5 92.1

92.8 93.4

90.1

96.6 96.5 97.0 96.7

85

90

95

100

H25 H26 H27 H28 H29

○患者満足度調査において「非常に満足」「満足」と回答した割合
入院 外来(％)

33.4

30.1

31.4

29.3 29.3

26

28

30

32

34

H25 H26 H27 H28 H29

○患者満足度調査において診察の待ち時間について「不満」「やや不満」と回答した割合
(％)○ホスピタリティマインド醸成研修受講者アンケートにおいて「業務に活用できる」「研修内容を理解できた」と回答した割合の向上平成２９年度：５５％（平成２９年度より集計開始）
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○評価委員会の全体評価での好成績の維持

○教育、研究及び法人運営等の情報発信の推進

１８件１８件１８件１８件

価値目標１価値目標１価値目標１価値目標１

第３期期間計

○患者安全対策提案数の増加

 ガバナンス体制の確立 ガバナンス体制の確立 ガバナンス体制の確立 ガバナンス体制の確立

Ⅴ法人運営Ⅴ法人運営Ⅴ法人運営Ⅴ法人運営

県内医療機関による安全で透明性が高く、県民から信頼される医療の提供

 持続可能で安定的な法人運営 持続可能で安定的な法人運営 持続可能で安定的な法人運営 持続可能で安定的な法人運営

価値目標３価値目標３価値目標３価値目標３  安全な医療体制の確立 安全な医療体制の確立 安全な医療体制の確立 安全な医療体制の確立

定性的目標

定性的目標

　理事長の下、全教職員のコンプライアンスの徹底を図り、責任所在の明確化と合

理性を徹底したガバナンス体制の構築

実現目標実現目標実現目標実現目標
現 状○患者安全対策提案数の増加平成３０年度より集計開始

実現目標実現目標実現目標実現目標
現 状

7
6

8
7

8

0

2

4

6

8

H25 H26 H27 H28 H29

○評価委員会全体評価「ⅢⅢⅢⅢ」以上の項目
「Ⅲ」 「Ⅳ」(項目)

19



公立医科系大学公立医科系大学公立医科系大学公立医科系大学のののの

平均以下平均以下平均以下平均以下

○後発医薬品の使用割合（数量ベース）の増加

2024年度目標

８０％８０％８０％８０％

○院内処方の影響を除いた医業収益に対する医薬

　品比率、診療材料費比率の維持

第３期期間毎年度

公立医科系大学公立医科系大学公立医科系大学公立医科系大学

最低を維持最低を維持最低を維持最低を維持

○繰越欠損金の縮減

○未来への飛躍基金寄附実績（累計）の増加

2024年度目標

Ｈ２９実績よりＨ２９実績よりＨ２９実績よりＨ２９実績より

縮減縮減縮減縮減

2024年度目標

累計１０億円累計１０億円累計１０億円累計１０億円

○院内処方の影響を除いた医業収益に対する労務

　系委託費＋給与費合計比率の抑制

第３期期間毎年度

 医療費適正化の推進とそれを支える費用構造改革の徹底 医療費適正化の推進とそれを支える費用構造改革の徹底 医療費適正化の推進とそれを支える費用構造改革の徹底 医療費適正化の推進とそれを支える費用構造改革の徹底

による持続可能な経営基盤の確立による持続可能な経営基盤の確立による持続可能な経営基盤の確立による持続可能な経営基盤の確立

　公立医療機関として率先して医療費適正化を推進するとともに、教育・研究・診

療を安定的に提供するための持続可能な経営基盤を確立

価値目標２価値目標２価値目標２価値目標２

実現目標実現目標実現目標実現目標
現 状

実現目標実現目標実現目標実現目標

現 状○院内処方の影響を除いた医業収益に対する医薬品比率、診療材料費比率の維持平成２９年度医薬品比率：２２.０％、診療材料費比率：３５.９％（平成２９年度公立医科系大学平均医薬品比率：２５.２％、診療材料費比率：４０.１％）平成２９年度より集計開始○院内処方の影響を除いた医業収益に対する労務系委託費＋給与費合計比率の抑制平成２９年度：５１.４５％（平成２９年度公立医科系大学平均 ５０.５４％）平成２９年度より集計開始○後発医薬品の使用割合（数量ベース）の増加平成３０年度より集計開始

1,078 1,049 
859 

2,030 
2,271 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H25 H26 H27 H28 H29

○繰越欠損金
(百万円)

1 

153 

335 

449 

0

200

400

600

800

1,000

H26 H27 H28 H29

○未来への飛躍基金寄附実績（累計）
(百万円)
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○教職員を対象とする「ワークライフバラン

　スに関するアンケート」の項目における満

　足度の向上

○休暇取得日数の増加

○男性の育休取得率の増加

・「働いて良し」を実現するために、働き方改革を推進し、人を引きつける魅力あ

　る職場づくりを推進

・障害のある人もない人もともに暮らしやすい社会の実現を目指して、障害のある

　人が、自分の能力が発揮できる仕事に就くことができ、安心して働き続けること

　ができる組織の確立

第３期期間毎年度

全教職員の満足度を全教職員の満足度を全教職員の満足度を全教職員の満足度を

対前年度より改善対前年度より改善対前年度より改善対前年度より改善

2024年度目標

７.５日７.５日７.５日７.５日

2024年度目標

１３.０％１３.０％１３.０％１３.０％

価値目標３価値目標３価値目標３価値目標３  働き方改革の推進 働き方改革の推進 働き方改革の推進 働き方改革の推進

実現目標実現目標実現目標実現目標

現 状

2.8

2.4
2.9

3.1 3.2

3.6

4.5

3.5

3.9

3.2

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H25 H26 H27 H28 H29

○休暇取得日数 医師 看護師
(日)

○教職員を対象とする「ワークライフバランスに関するアンケート」の項目における満足度の向上平成３０年度より集計開始

○男性の育休取得率の増加平成３０年度より集計開始
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○障害者雇用率の向上

2024年度目標

２.８２％以上２.８２％以上２.８２％以上２.８２％以上

○超過勤務の縮減

○女性医師数（週５日勤務）の増加

○看護師の在職率の維持

○復職支援カリキュラムの満足度の向上

2024年度目標

満足度６０％満足度６０％満足度６０％満足度６０％

職種別1人当たり超過勤務時間を職種別1人当たり超過勤務時間を職種別1人当たり超過勤務時間を職種別1人当たり超過勤務時間を

対前年度より常に減少対前年度より常に減少対前年度より常に減少対前年度より常に減少

常に全国平均離職率の△１％常に全国平均離職率の△１％常に全国平均離職率の△１％常に全国平均離職率の△１％

１４０人１４０人１４０人１４０人

2024年度目標

第３期期間毎年度

第３期期間毎年度

実現目標実現目標実現目標実現目標

現 状○超過勤務の縮減平成３０年度より集計開始

○復職支援カリキュラムの満足度の向上平成３０年度より集計開始実現目標実現目標実現目標実現目標
現 状

実現目標実現目標実現目標実現目標
1.28

1.59

2.31
2.51 2.44

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

H25 H26 H27 H28 H29

○障害者雇用率
(％)

7.1
8.1

7.2
7.7

8.2

11.0 10.8 10.9 10.9

5

10

15

H25 H26 H27 H28 H29

○看護師離職率（全国平均は〜H28）
奈良医大 (参考)全国平均(％)

84
93

109

121

60

80

100

120

140

H26 H27 H28 H29

○女性医師数
(人)
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